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國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

二
三

　
　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』

　
　
　
　
　
　
　
　

―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

 

城　

﨑　

陽　

子　

　
　

キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

古
今
伝
受　

和
歌
秘
伝　

和
歌
三
神　

八
雲
神
詠　

谷
垣
守

　
　
　

１　

は
じ
め
に

　

國
學
院
大
學
図
書
館
に
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
と
題
さ
れ
る
二
点
の
史
料
が
あ
る
（
河
野
文
庫
一
八
四
一
、一
八
四
二
）。
こ
の
う
ち
一
本
は
「
八
雲
神
詠
秘
訣
」「
住

吉
三
神
伝
」「
和
歌
風
情
風
体
伝
」「
和
歌
三
十
一
字
伝
」
か
ら
成
る
筆
写
者
未
詳
の
も
の
で
、「
八
雲
神
詠
秘
訣
」
冒
頭
に
は
藤
原
定
家
か
ら
吉
田
兼
直
に
あ
て
た
誓

詞
、
奥
書
に
は
吉
田
兼
倶
か
ら
四
條
前
黄
門
へ
の
伝
受
覚
書
と
、
一
条
兼
良
の
覚
書
が
み
え
る
。
今
一
本
は
、「
八
雲
神
詠
秘
訣
」「
超
大
極
秘
之
大
事
」「
超
大
極
秘

和
歌
三
神
之
口
訣
」「
化
現
之
大
事
」「
超
大
極
秘
人
丸
伝
」
の
五
項
目
の
史
料
か
ら
な
り
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
「
大
神
朝
臣
垣
守
」
が
筆
写
し
た
と
す

る
奥
書
を
有
し
て
い
る
。「
八
雲
神
詠
秘
訣
」
冒
頭
に
は
前
掲
史
料
同
様
、
藤
原
定
家
の
誓
詞
が
あ
り
、
奥
書
に
吉
田
兼
倶
、
一
条
兼
良
の
伝
受
覚
書
に
、
元
禄

十
五
年（
一
七
〇
二
）の
元
知
の
覚
書
が
付
随
し
て
い
る
。そ
し
て
、「
超
大
極
秘
人
丸
伝
」に
は
、慶
長
十
一
年（
一
六
〇
六
）の
細
川
幽
斎
、慶
安
二
年（
一
六
四
九
）



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
一
巻
（
二
〇
一
三
年
）

二
四

の
松
永
貞
徳
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
狭
野
屋
長
好
（
望
月
兼
友
）、
元
禄
十
五
年
の
元
知
の
覚
書
と
垣
守
の
奥
書
が
あ
る
。
当
該
二
点
の
史
料
は
三
輪
正
胤

が
い
う
と
こ
ろ
の
「
神
道
者
流
伝
本
」
と
「
歌
学
者
流
伝
本
」
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る（
１
）。

本
稿
で
は
当
該
二
点
の
史
料
の
う
ち
、「
超
大
極
秘
人
丸
伝
」
を
含
む
後

者
を
と
り
あ
げ
、
古
今
伝
受
史
料
の
一
つ
と
さ
れ
る
本
書
の
近
世
期
に
お
け
る
享
受
の
あ
り
様
を
考
察
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
該
史
料
の
筆
写
者
で
あ
る
「
大
神
朝
臣
垣
守
」
は
土
佐
国
の
国
学
者
で
あ
り
、
土
佐
南
学
の
流
れ
を
汲
み
土
佐
国
の
学
問
基
盤
を
構
築
し
た
谷

家
三
代
（
秦
山
―
垣
守
―
真
潮
）
の
一
人
で
あ
る（
２
）。

垣
守
が
当
該
史
料
を
筆
写
す
る
に
到
る
事
由
は
後
述
す
る
奥
書
に
詳
し
く
、
垣
守
の
『
丁
未
日
記
』
に
「
享

保
十
二
年
大
正
月
五
日
古
今
伝
受
写
了
」
と
あ
る
「
古
今
伝
受
」
の
一
部
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い（
３
）。
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
前
後
の
垣
守
は
玉
木
葦
斎
に
師

事
し
て
橘
家
神
道
を
学
ん
で
い
る
時
期
で
あ
り（
４
）、
垣
守
は
当
該
史
料
を
「
古
今
伝
受
」
と
認
識
し
つ
つ
も
、
神
道
学
修
学
の
一
環
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
垣
守
の
「
古
今
伝
受
」
を
め
ぐ
る
神
道
修
学
の
実
態
と
、
そ
の
享
受
の
様
を
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
と
垣

守
の
述
作
で
あ
る
『
神
代
巻
速
別
草
』
の
記
述
に
読
み
取
る
。

　

な
お
、
文
中
の
史
料
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
内
容
上
必
要
と
さ
れ
る
改
行
以
外
は
す
べ
て
追
込
と
し
、
年
号
や
人
名
に
付
さ
れ
て
い
る
朱
引
は
省
略
し
た
。
ま

た
、
字
体
に
つ
い
て
は
通
用
の
も
の
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
ほ
ど
こ
し
た
。
虫
損
等
に
よ
る
欠
字
は
□
、
割
注
は
［　

］
で
示
し
た
。

　
　
　

２　

史
料
の
概
要
と
問
題
の
所
在

　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』（
河
野
文
庫
一
八
四
二
）
は
、
書
型
が
二
六
・
九
㎝
×
二
〇
・
一
㎝
、
墨
付
一
九
丁
、
装
訂
は
袋
綴
の
一
本
で
あ
る
。

蔵
書
印
は
冒
頭
右
上
墨
白
文
楕
円
印
「
義
成
翫
書
」
と
冒
頭
右
下
朱
文
方
印
「
広
／
定
」
の
二
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
主
に
取
り
上
げ
る
三
箇
所
の
奥
書

は
先
掲
五
項
目
の
史
料
の
う
ち
「
化
現
之
大
事
」「
超
大
極
秘
人
丸
伝
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）「
八
雲
神
詠
秘
訣
」「
超
大
極
秘
之
大
事
」「
超
大
極
秘
和
歌
之
神
之
口
訣
」「
化
現
之
大
事
」
奥
書

　
　
　

右
條
々
之
切
紙
伝
授
者
神
国
口
訣
、
唯
授
一
人
之
大
事
神
道
之
極
秘
也
。
依
懇
志
難
黙
止
奉
授
与
四
條
前
閤
門
者
也
。

従
二
位
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
倶



國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

二
五

　
　
　
　

文
明
十
六
歳
十
二
月
吉
辰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
判

　
　
　

此
深
秘
兼
倶
卿
相
伝
四
條
一
品
一
品
伝
受
、
左
金
吾
彼
金
吾
示
伝
之
訖
誠
以
唯
授
一
人
之
口
訣
也
。

　
　
　
　

旨

　
　
　
　

永
正
六
年
三
月
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
博
陸
侯［
花
押
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
條
禅
閣
ノ
御
事
也
。御
判
写
之
置
也
。

　
　
　

右
之
條
々
者
二
条
家
嫡
々
相
承
之
極
秘
也
。
雖
然
依
在
子
細
暫
顕
筆
頭
令
附
与
之
訖
奥
書
在
次
巻
。

盈
緗
堂

　
　
　
　

元
禄
十
五
年
五
月
吉
辰					







　
　
　
　
　
　
　
　

元
知

　
　
　
　

北
鷲
見

　
　
　
　
　

正
忠
逸

　
　
　

本
書
ニ
云

　
　
　
　

丁
数
十
八
丁
。
享
保
十
［
乙
巳
］
年
於
平
安
城
写
之
ト
有
。

　

当
該
の
奥
書
は
「
八
雲
神
詠
秘
訣
」「
超
大
極
秘
之
大
事
」「
超
大
極
秘
和
歌
三
神
之
口
訣
」「
化
現
之
大
事
」
の
四
項
目
の
史
料
に
続
く
奥
書
で
あ
る
。
当
該
の
奥

書
の
う
ち
、
末
尾
二
行
を
除
く
部
分
に
つ
い
て
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
吉
八
一
―
二
六
二
）
と
ほ
ぼ
等
し
い（
５
）。

そ
し
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
蔵
本
に
は
こ
の
後
ろ
に
元
文
二
年
四
月
廿
日
付
け
の
「
兼
雄
」
の
奥
書
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
書
に
は
「
兼
雄
」
の
奥
書
が
な
く
、
傍
線
部
（
注
・

筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）
の
谷
垣
守
の
奥
書
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
垣
守
が
「
本
書
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
当
該
筆
写
本
の
祖
本
が
京
都
で
筆
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）「
超
大
極
秘
人
丸
伝
」
奥
書
─
そ
の
１
─

　
　
　

�

△
右
八
雲
神
詠
和
歌
三
神
並
化
現
之
大
事
人
丸
相
伝
者
雖
レ
為
二
絶
妙
深
秘
之
口
訣
一
貫
伝
心
之
正
理
一
在
二
奇
異
之
大
幸
一
。
上
於
二
此
道
一
被
レ
抽
二
至
誠



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
一
巻
（
二
〇
一
三
年
）

之
志
一
条
今
長
頭
丸
令
二
授
与
一
之
証
如
二
誓
盟
一
全
不
レ
可
レ
在　
二
他
見
漏
脱
一
者
也
。

従
二
位
大
蔵
法
印
玄
旨

御
判

　
　
　

旨
慶
長
十
一
年
霜
月
四
日

　
　

�

△
右
条
々
者
神
国
之
奥
旨
歌
道
之
要
訣
雖 

レ
為
二
一
子
相
伝
之
極
秘
一
。
於
二
此
道
一
感
二
厚
心
篤
実
一
以
如
三
一
器
ノ
水
写
二
一
器
一
令
二
授
与
一
。
訖
如
二
請
盟
一

全
不
レ
可
レ
在
二
他
見
漏
脱
一
者
也
。

逍
遊
軒　
　

貞
徳

　
　
　

慶
安
二
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　

望
月
氏

　
　
　
　
　

兼
友
丈
［
後
号
二
長
孝
一 
］

　
　

�

△
右
条
々
者
和
国
之
大
本
歌
道
之
要
訣
。而
雖
レ
為
二
絶
妙
之
極
秘
一
於
二
此
道
一
備
其
黙
以
感 

二
志
之
篤
実 

一
。
今
玄
旨
法
印
明
心
居
士
嫡
々
相
承
之
趣
。
不
レ

違
二
毫
釐 

一
有
二
附
属
一
記
非
二
血
脈
道
統
之
人
一
。
而
争
伝
レ
之
以
全
他
見
漏
脱
全
二
禁
止
一
者
乎
。

狡
々
野
屋
長
好判

　
　
　

延
宝
四
歳
八
月
廿
日

　
　
　
　

靡
風
軒

　
　
　
　
　

貞
隆
貴
丈

　
　

�

△
右
八
雲
神
詠
和
歌
三
神
並
化
現
之
大
事
人
丸
相
伝
者
大
蔵
卿
二
位
法
印
松
永
長
頭
丸
狡
々
野
屋
翁
貞
隆
英
丈　

嫡
々
相
承
之
趣
。
而
雖
レ
為
二
歌
道
之
極

秘
神
道
之
大
事
一
年
来
厚
思
依
レ
在
レ
之
如
レ
写
二
一
器
水
一
器 

一
令
レ
授
与
。
訖
如
二
誓
盟
一
全
他
見
漏
脱
在
レ
之
間
敷
者
乎
。

盈
緗
堂

元
知

二
六



國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

　
　
　

元
禄
十
五
歳
五
月
吉
辰　

印 

印

　
　
　
　

北
鷲
見

　
　
　
　
　

正
忠
逸
士

　
　

本
書
ニ
云

　
　
　

丁
数
十
六
丁
、
享
保
十
［
乙
巳
］
年
五
月
廿
二
日
於
平
安
城
四
條
木
屋
町
写
之
ト
有
。

　

当
該
の
奥
書
は
「
超
大
極
秘
人
丸
伝
」
に
続
く
奥
書
で
あ
る
。
当
該
の
奥
書
の
う
ち
、
末
尾
二
行
を
除
く
部
分
に
つ
い
て
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本

と
ほ
ぼ
等
し
い
。
そ
し
て
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
に
は
こ
の
後
ろ
に
元
文
二
年
四
月
廿
日
付
け
の
「
兼
雄
」
の
奥
書
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該

書
に
は
「
兼
雄
」
の
奥
書
が
な
く
、
傍
線
部
の
谷
垣
守
の
奥
書
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
一
書
が
祖
本
と
す
る
一
本
は
兼
雄
筆
写
以
前
に
書
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
本
が
伝
わ
っ
て
、
享
保
十
年
五
月
廿
日
に
垣
守
が
「
本
書
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
垣
守
筆
写
本
の
祖
本
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
京
都
・
四
條
木
屋
町
の
お
そ
ら
く
は
当
該
地
に
あ
っ
た
土
佐
藩
邸
で
筆
写
さ
れ
た
も
の
を
享

保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
垣
守
が
閲
覧
・
筆
写
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
わ
か
る
。

　
　（

３
）「
超
大
極
秘
人
丸
伝
」
奥
書
─
そ
の
２
─

　
　
　

�

八
雲
ノ
神
詠
和
歌
三
神
［
並
］
化
現
ノ
大
事
人
丸
相
伝
ハ
神
道
極
秘
、
和
歌
ノ
奥
旨
ニ
シ
テ
田イ
ナ
カ
フ
ド

舎
人
ノ
拝
誦
ス
ベ
キ
事
ニ
シ
モ
ア
ラ
ズ
サ
ル
ヲ
、
下ヤ
ツ
カ
レ宦

神

学
ニ
心
ヲ
用
ヒ
シ
ヨ
リ
年
久
シ
ク
カ
ヽ
ル
大
事
ヲ
探
リ
求
メ
カ
ツ
［
々
々
］
考
案
ナ
ド
ツ
ヾ
リ
置
侍
リ
シ
ニ
、
如
何
ナ
ル
幸
ニ
ヤ
、
神
明
ノ
冥
慮
ニ
カ
ナ
ヒ

テ
我
土
ノ
学
友
某
ノ
ヌ
シ
ヨ
リ
此
書
ヲ
給
ハ
リ
テ
写
シ
留
ム
ル
事
ニ
ナ
リ
ヌ
。
誠
ニ
長
頭
丸
ノ
奥
書
ニ
記
シ
置
タ
マ
ヒ
シ
類
ナ
ル
ヘ
シ
。
本
書
ハ
九コ
ヽ

ノ
行
ク
タ
リ

ニ
テ
一
篇
コ
ト
ヲ
各
紙
ニ
記
セ
リ
。
サ
レ
ド
界
行
正
シ
カ
ラ
ズ
、
上
下
ノ
空
紙
モ
ア
マ
リ
ニ
広
キ
故
今
約
メ
シ
ル
一
行
［
々
々
］
ノ
留
リ
字
ニ
朱
圏
ヲ
加

ヘ
文
字
カ
シ
ラ
姓
名
年
月
宛
所
ナ
ド
ハ
本
ノ
儘
上ウ
ヘ

ト
下シ
タ

ニ
ユ
リ
合
セ
テ
旧
キ
ヲ
存
セ
リ
。
標
題
ノ
乾
坤
入
チ
カ
ヒ
シ
ヲ
ハ
盈
緗
堂
ノ
奥
書
ニ
依
テ
正
シ
改

メ
侍
リ
ヌ
。
抑
此
秘
巻
ハ
子
孫
ニ
貽ノ
コ

ス
モ
恐
多
キ
ホ
ド
ノ
事
ナ
レ
ハ
片
言
隻
字
モ
他
言
ス
ヘ
カ
ラ
ズ
、
マ
シ
テ
外
人
ニ
見
ス
ベ
キ
㕝
ニ
非
ズ
。
唯
嫡
子
一

人
ニ
授
与
シ
テ
末
代
永
々
ノ
家
珍
ト
ス
ヘ
キ
者
也
。
穴
賢
穴
賢
。

二
七



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
一
巻
（
二
〇
一
三
年
）

大
神
朝
臣
垣
守
書

　
　
　
　

享
保
十
二
年
［
丁
未
］
閏
正
月
二
日

　

当
該
の
奥
書
は
、
当
該
五
項
目
の
史
料
を
筆
写
し
た
谷
垣
守
の
奥
書
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
垣
守
は
当
該
の
史
料
を
「
神
道
極
秘
和
歌
ノ
奥
旨
」
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
は
じ
め
に
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
神
学
ニ
心
ヲ
用
ヒ
シ
ヨ
リ
」
垣
守
が
様
々
な
史
料
を
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
、
偶
然
こ
れ
を
郷
土
の

友
人
か
ら
借
り
受
け
、
写
し
た
こ
と
な
ど
、
筆
写
に
至
る
状
況
と
「
九
ノ
行
ニ
テ
一
篇
コ
ト
ヲ
各
紙
ニ
記
セ
リ
。
サ
レ
ド
界
行
正
シ
カ
ラ
ズ
」
と
い
っ
た
垣
守
が

「
本
書
」
と
呼
ぶ
史
料
本
来
の
状
態
、
そ
し
て
「
子
孫
ニ
貽ノ
コ

ス
モ
恐
多
キ
ホ
ド
ノ
事
ナ
レ
ハ
片
言
隻
字
モ
他
言
ス
ヘ
カ
ラ
ズ
、
マ
シ
テ
外
人
ニ
見
ス
ベ
キ
㕝
ニ
非
ズ
。

唯
嫡
子
一
人
ニ
授
与
シ
テ
末
代
永
々
ノ
家
珍
ト
ス
ヘ
キ
者
也
。」
と
い
っ
た
、
当
該
史
料
の
秘
伝
性
を
示
し
、
こ
の
史
料
に
対
す
る
扱
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
記
事
か
ら
、
垣
守
が
本
書
と
呼
ぶ
本
来
の
史
料
は
九
行
に
書
か
れ
た
「
切
紙
」
で
あ
り
、「
界
行
正
シ
カ
ラ
ズ
」、「
上
下
ノ
空
紙
モ
ア
マ

リ
ニ
広
キ
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
垣
守
は
こ
れ
を
改
変
し
た
形
式
で
「
朱
圏
」
を
加
え
て
書
写
し
た
と
い
う
事
情
も
わ
か
る
。
ま
た
、
垣
守
は
書
写
と

同
時
に
『
万
葉
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
歌
表
現
を
確
認
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
く
、「
イ
」
と
記
さ
れ
た
傍
書
が
一
箇
所
あ
る（
６
）。

さ
ら
に
、
垣
守
は
書
写
の
段
階

で
祖
本
の
文
字
等
の
不
鮮
明
な
部
分
や
文
意
の
通
ら
な
い
部
分
に
は
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
か
、「
～
歟
（
カ
）」
と
い
っ
た
傍
書
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ
を
天
理
大
学

附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
の
本
文
と
見
比
べ
る
と
、
垣
守
の
傍
書
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
本
文
は
、
よ
り
天
理
図
書
館
蔵
本
の
本
文
に
近
い
状
態
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
垣
守
自
身
の
洞
察
の
鋭
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。

　

谷
垣
守
は
当
該
の
史
料
を
「
神
道
極
秘
和
歌
ノ
奥
旨
」
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
神
学
ニ
心
ヲ
用
ヒ
シ
ヨ
リ
」
蒐
集
し
て
い
た
史
料
の
一
つ
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
垣
守
は
こ
れ
を
「
神
学
」
を
学
ぶ
た
め
の
史
料
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
垣
守
が
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
神
学
」
は
、
垣
守
が
当

時
玉
木
葦
斎
に
学
ん
で
い
た
橘
家
神
道
―
い
わ
ゆ
る
「
崎
門
学
」
を
基
礎
と
し
た
「
神
道
学
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
履
歴
か
ら
推
し
て
明
か
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
谷
垣
守
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
橘
家
神
道
の
神
道
伝
受
を
土
佐
の
神
主
で
あ
る
宮
地
直
正
か
ら
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
史
料
か
ら
も
わ

か
る（
７
）。

　
　
　
　
　
　
　

誓
約

二
八



國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

　
　
　

一　

橘
家
神
道
御
相
伝
、
恩
義
之
至
、
忘
申
間
敷
事

　
　
　

一　

橘
家
御
相
伝
之
旨
相
守
、
異
国
之
道
者
不
及
申
、
他
流
之
神
道
習
合
仕
間
敷
事

　
　
　

一　

橘
家
正
伝
ニ
自
己
之
新
説
ヲ
加
ヘ
、
論
談
仕
間
敷
事

　
　
　

一　

許
可
無
之
者
、
猥
開
口
他
言
仕
間
敷
事

　
　
　

一　

秘
巻
切
紙
等
之
義
、
貴
殿
御
存
生
内
ニ
死
去
仕
候
ハ
ヽ
、
不
残
御
返
弁
可
申
候
、
末
々
散
失
不
申
様
可
仕
事

　
　
　
　
　

右
之
條
々
令
違
背
者
、
可
蒙

　
　

伊
勢
石
清
水
愛
宕
白
山
梅
宮
伊
豆
箱
根
日
本
大
小
神
祇
御
罰
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
満
天
神
宮
神
主

宮
地
丹
後
守
菅
原
直
正
［
判
］

　
　
　
　
　

寛
保
三
年
癸
亥
八
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
丹
四
郎
殿

　

垣
守
の
『
丁
未
日
記
』
に
は
、
享
保
十
二
年
「
正
月
五
日
」
の
条
に
「
古
今
伝
受
写
了
」
と
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
筆
写
日
は
「
二

日
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
含
め
た
い
く
つ
か
の
史
料
が
「
古
今
伝
受
」
の
内
容
と
し
て
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
お
よ
そ
『
丁
未
日
記
』
の
記
事

が
、
当
該
史
料
を
含
め
た
諸
史
料
の
筆
写
を
指
す
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う（
８
）。

　
　
　

４
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
言
説
と
『
神
代
巻
速
別
草
』
の
言
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
垣
守
の
神
道
修
学
と
古
今
伝
受
享
受
―

（
１
）『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
言
説

　

垣
守
が
、『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
を
筆
写
し
、
ま
た
こ
れ
を
「
神
書
」
の
一
つ
と
し
て
受
け
と
め
た
時
に
そ
の
言
説
は
ど
の
よ
う
に
消
化
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
は
、

以
下
に
垣
守
筆
写
の
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
内
容
を
要
約
し
て
記
す
。

二
九



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
一
巻
（
二
〇
一
三
年
）

　
　

①�

八
雲
神
詠
は
歌
の
根
元
で
あ
り
、「
八
」
は
神
道
に
祟
え
る
数
、「
出
雲
」
は
大
蛇
の
居
所
を
示
し
、「
垣
」
は
宮
殿
の
構
え
を
指
す
。

　
　

②
歌
の
表
の
心
は
大
蛇
を
退
治
し
、
出
雲
国
を
領
有
し
、
稲
田
姫
と
共
に
住
ま
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

③�
八
雲
神
詠
に
は
「
天
（「
八
雲
立
」）」「
地
（「
出
雲
八
重
垣
」）」「
人
（「
妻
籠
」）」
の
三
才
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
景
気
（
読
方
の
習
）」
を
含
み
、

さ
ら
に
、
陰
陽
会
合
す
る
道
理
を
含
む
。

　
　

④�

八
雲
神
詠
に
は
字
妙
、
句
妙
、
意
妙
、
始
終
妙
の
四
妙
が
あ
る
。「
字
妙
」
と
は
、
和
歌
の
三
十
一
字
は
、
一
月
三
十
日
と
極
ま
っ
て
、
ま
た
朔
日
が
は
じ

ま
る
天
道
の
循
環
無
窮
の
道
理
を
示
し
て
い
る
。

　
　

⑤�

「
句
妙
」
と
は
、
一
首
を
五
句
に
定
め
る
こ
と
を
謂
い
、
こ
れ
は
人
体
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
句
三
十
一
字
は
音
律
で
調
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
万
物
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

⑥�

八
雲
神
詠
第
五
句
の
頭
の
二
字
の
「
ソ
ノ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
伊
娤
諾
尊
・
伊
娤
冊
尊
の
歌
と
し
、
二
神
が
和
合
し
て
万
物
を
生
み
出
す
こ
と
を
示
す
。

　
　

⑦�

「
超
大
極
秘
和
歌
三
神
之
口
訣
」
と
は
、
住
吉
三
神
を
和
歌
三
神
と
し
て
、
伊
娤
諾
尊
の
汚
穢
を
祓
除
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
伊
娤
諾
尊
と
同
体
と
す
る
。
さ
ら
に
、
業
平
を
住
吉
の
化
身
で
あ
る
と
す
る
。

　
　

⑧�

「
化
現
之
大
事
」
と
は
、
住
吉
三
神
は
日
神
の
異
名
で
あ
り
、
底
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、
表
筒
男
命
を
そ
れ
ぞ
れ
衣
通
姫
、
山
辺
赤
人
、
柿
本
人
丸
に
比

定
す
る
。

　　
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
解
く
「
秘
訣
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
点
あ
る
。
一
つ
は
①
～
⑥
に
伝
え
ら
れ
る
「
八
雲
神
詠
」
の
解
釈
と
、
そ
の
解
釈
か
ら
派
生
す
る
和

歌
の
道
理
を
説
く
部
分
で
あ
る
。
今
一
つ
は
⑦
・
⑧
に
伝
え
ら
れ
る
「
住
吉
三
神
」
を
和
歌
三
神
と
位
置
付
け
、「
住
吉
三
神
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
「
衣
通
姫
」「
山
辺

赤
人
」「
柿
本
人
丸
」
を
比
定
す
る
部
分
で
あ
る
。
内
容
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
は
置
く
と
し
て
、
垣
守
は
こ
れ
を
神
道
修
学
の
一
環
と
し
て
筆
写
し
、
学
ん
だ
こ
と

と
な
る
。

三
〇



國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

（
２
）『
神
代
巻
速
別
草
』
に
み
る
垣
守
の
言
説

　

こ
こ
で
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
八
雲
神
詠
」
と
「
住
吉
三
神
」
に
つ
い
て
、
垣
守
自
身
が
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
か
を
み
て
み
た

い
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
垣
守
の
著
述
は
少
な
く
、
そ
の
中
で
垣
守
が
こ
の
二
点
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
で
も
言
及
し
て
い
る
の
は
、『
神
代
巻
速
別
草
』
で
あ
る
。

当
該
は
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
本
が
あ
り（
９
）、
秦
山
の
著
作
を
ま
と
め
て
刊
行
し
た
『
神
代
温
義
』（
昭
和
十
五
年
、
高
知
県
神
職
会
）
に
「
附
録
」
と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
閲
覧
の
便
を
考
慮
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。

　

当
該
の
史
料
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
、
江
戸
に
お
い
て
垣
守
が
日
本
書
紀
神
代
巻
を
講
義
し
た
筆
記
で
あ
る
。
垣
守
は
岡
田

宗
殖
、
徳
田
敷
要
、
小
島
長
高
ら
の
求
め
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
寄
り
、
何
度
か
に
わ
け
て
日
本
書
紀
を
講
説
し
た
。
そ
れ
を
岡
田
と
徳
田
が
中
心
と
な
っ

て
筆
記
し
、
筆
記
さ
れ
た
も
の
に
垣
守
が
手
を
入
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

垣
守
筆
写
の
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
と
『
神
代
巻
速
別
草
』
の
時
期
的
な
関
係
は
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
を
筆
写
し
て
、
お
よ
そ

二
十
年
後
の
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
垣
守
の
神
代
巻
注
釈
で
あ
る
『
神
代
巻
速
別
草
』
が
述
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
垣
守
が
学
ん
だ
古
今

伝
受
か
ら
二
〇
年
を
経
た
思
考
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
「�

八
雲
神
詠
」
に
つ
い
て
の
垣
守
の
言
説

　
　

�

○
歌
之
日
云
々
、
我
国
三
十
一
字
の
歌
の
風
俗
の
初
て
、
此
御
歌
に
つ
い
て
、
四
妙
あ
る
事
、
其
奥
意
は
、
何
茂
聞
通
の
事
、
夜
句
茂
多
菟
は
、
此
も
強
ち

八
色
の
雲
の
立
で
も
あ
る
ま
い
、
出
雲
と
い
は
ん
枕
詞
、
旧
事
紀
抔
に
あ
る
、
吾
心
清
浄
之
、
於
彼
処
建
立
之
時
、
自
其
地
雲
立
騰
矣
、
因
作
御
歌
と
あ
る

が
、
八
雲
の
出
処
ぞ
、
雲
ほ
ど
景
気
の
面
白
い
も
の
は
な
い
、
其
雲
の
幾
重
も
幾
重
も
出
る
を
ご
覧
な
さ
れ
、
今
宮
を
建
ら
れ
ん
と
思
召
に
感
じ
合
さ
れ
、

比
興
し
て
、
あ
の
雲
の
如
く
、
閨
門
を
修
補
な
さ
れ
、
稲
田
姫
を
籠
置
れ
ん
と
、
思
召
が
主
意
ぞ
、
雲
の
楯
、
雲
の
垣
と
云
も
、
雲
の
物
を
立
隠
し
、
覆
ふ

景
気
を
云
ふ
。

「
八
雲
神
詠
」
の
言
説
の
は
じ
め
の
傍
線
部
は
当
該
歌
に
「
四
妙
」
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
こ
れ
は
、
先
に
掲
げ
た
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
④
、
⑤
に
示
さ
れ
る
「
字

妙
」「
句
妙
」「
意
妙
」「
始
終
妙
」
の
四
つ
を
指
し
て
い
る
。「
四
妙
」
の
う
ち
の
「
字
妙
」
は
和
歌
の
三
十
一
文
字
が
天
道
循
環
の
道
理
を
示
し
、「
句
妙
」
は
和
歌
の

五
句
が
人
体
に
当
た
る
こ
と
を
い
う
。「
意
妙
」「
始
終
妙
」
に
つ
い
て
は
当
該
史
料
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
垣
守
が
こ
こ
に
「
四
妙
あ
る
事
」
と
し
て
示
し
て

三
一



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
一
巻
（
二
〇
一
三
年
）

い
る
の
は
、
ま
さ
に
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
言
説
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
、
垣
守
は
そ
の
「
奥
意
」
を
「
何
茂
聞
通
の
事
」
と
し
て
お
り
、「
八
雲

神
詠
」
が
「
四
妙
」
を
も
つ
こ
と
を
一
つ
の
解
釈
と
し
て
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
歌
の
主
意
は
、『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
に
み
ら
れ
た
「
歌
の
根
元
」
と
い
っ
た
道
理
で
は
説
か
ず
「
雲
」
を
六
義
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
比
興
」
に
当
て
、
そ

の
修
辞
に
よ
っ
て
宮
を
立
つ
こ
と
を
言
う
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
点
、
歌
は
歌
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
垣
守
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

②
「
住
吉
三
神
」
に
つ
い
て
の
垣
守
の
言
説

　
　

�

○
底
筒
男
命
は
、
ツ
ヽ
シ
ム
男
の
意
で
、
枉
津
日
よ
り
筒
男
に
至
る
、
扨
諾
尊
の
海
の
底
を
極
め
尽
し
て
、
清
め
ら
れ
る
ゝ
が
造
化
の
日
輪
同
一
体
の
動
き

故
底
筒
男
が
冬
至
の
日
道
、
潮
の
中
で
清
ま
る
が
、
中
筒
男
命
、
中
は
潮
の
動
ぬ
処
、
表
は
潮
の
表
で
、
心
化
は
前
と
同
意
、
中
筒
男
は
、
春
秋
の
日
道
、

表
筒
男
は
夏
至
の
日
道
、
右
に
も
云
如
く
、
月
の
盈
闕
と
、
潮
の
涸
満
と
、
一
つ
の
も
の
で
、
上
の
少
男
三
神
は
、
道
化
日
輪
の
動
き
、
前
き
の
三
の
少
童

三
神
は
、
月
輪
の
動
き
也
、
造
化
の
日
輪
月
輪
の
運
転
を
悟
り
玉
ふ
、
所
謂
暦
道
の
始
め
た
る
事
、
伝
来
の
通
の
事
ぞ
、
諾
尊
の
如
此
清
浄
の
御
心
よ
り
、

造
を
心
化
な
さ
れ
し
事
で
、
此
六
神
は
筑
前
国
那
阿
郡
と
、
長
門
国
豊
浦
郡
と
に
荒
魂
を
祭
り
、
御
鎮
座
の
処
も
あ
れ
ど
も
、
上
の
三
神
は
造
化
の
日
輪
同

一
体
の
御
心
を
心
化
な
さ
れ
、
祭
ら
れ
し
事
な
れ
ば
、
御
鎮
座
の
事
跡
は
な
い
、
是
は
大
神
と
申
奉
て
も
よ
か
ろ
う
、
又
摂
州
の
住
吉
は
三
つ
の
筒
男
を
祭

る
、
是
は
和
魂
で
後
の
事
ぞ
、
扨
此
底
中
表
の
筒
男
を
、
和
歌
の
三
神
と
云
ふ
、
伝
来
の
説
も
尤
に
思
は
る
ゝ
、
併
上
古
の
書
、
国
史
等
に
も
、
和
歌
の
神

と
し
て
、
格
別
に
祭
ら
れ
し
と
云
シ
ツ
カ
リ
と
し
た
証
文
も
み
え
ず
、
神
功
皇
后
の
時
、
舟
を
守
り
の
舟
玉
と
祭
ら
れ
し
と
云
事
は
あ
れ
と
も
和
歌
の
神
と

云
事
は
み
え
ぬ
、
此
体
意
を
い
へ
ば
和
歌
の
守
り
神
、
和
歌
持
切
の
神
霊
と
云
事
で
は
あ
る
ま
い
、
日
月
の
運
転
に
よ
つ
て
、
四
時
行
は
れ
、
万
物
化
生
し
、

花
咲
き
、
実
な
り
、
鳥
の
囀
り
、
蛙
の
鳴
い
て
其
情
を
顕
す
も
、
皆
歌
で
、
人
事
で
は
、
古
今
の
序
に
、
ヤ
マ
ト
ウ
タ
は
人
の
心
を
種
と
し
て
と
あ
つ
て
、

心
に
感
じ
、
辞
に
顕
る
ゝ
は
皆
歌
、
其
顕
る
ゝ
も
の
、
人
の
心
は
日
で
、
諾
尊
の
造
化
の
日
輪
と
唯
一
清
浄
潔
白
之
御
心
に
な
ら
せ
ら
れ
、
海
水
を
極
め
尽

し
て
、
祓
除
し
玉
ふ
が
則
日
の
九
道
と
唯
一
、
其
心
化
で
天
地
の
万
物
日
月
の
運
転
に
よ
つ
て
其
情
を
顕
す
事
な
れ
ば
爰
の
全
体
の
九
神
を
和
歌
の
三
神
に

ト
ツ
タ
モ
ノ
、
是
を
住
吉
一
社
の
秘
伝
と
す
る
と
云
事
ぞ
。

　
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
の
う
ち
、「
超
大
極
秘
和
歌
三
神
之
口
訣
」
に
み
ら
れ
る
住
吉
三
神
の
言
説
は
「
和
歌
三
神
ハ
住
吉
三
所
ノ
御
神
也
」
で
あ
る
。
垣
守
は
こ

三
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館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

の
言
説
を
踏
ま
え
、
住
吉
三
神
を
和
歌
の
三
神
と
す
る
こ
と
を
「
伝
来
の
説
も
尤
」
と
し
な
が
ら
も
、
上
古
の
書
や
国
史
等
に
そ
の
記
述
は
な
く
、
和
歌
三
神
が

和
歌
そ
の
も
の
の
神
霊
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
和
歌
の
守
り
神
と
解
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
住
吉
三
神
」
が
「
和
歌
の
神
」
と
さ
れ
る
事
由
は
、
こ
の
三
神
が
伊
娤
諾
尊
が
「
筑
紫
日
向
小
戸
橘
檍
原
」
で
禊
ぎ
を
し
た
際
に
汚
穢
を
浄
化
し
た
清
浄
な

心
か
ら
生
み
だ
さ
れ
、
伊
娤
諾
尊
と
は
元
々
同
体
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
同
体
が
故
に
、
日
神
（
伊
娤
諾
尊
）
の
運
行
に
よ
っ
て
三
神
を
そ
れ
ぞ
れ
衣

通
姫
、
山
辺
赤
人
、
柿
本
人
丸
に
比
定
す
る
こ
と
に
あ
る（

（1
（

。
こ
の
古
今
伝
受
の
言
説
に
対
し
て
、
垣
守
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
証
と
し
て
、「
住
吉
三
神
」
が

『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
の
条
に
「
舟
玉
」
と
し
て
祀
ら
れ
る
記
述
は
あ
る
が
、「
和
歌
の
神
」
と
す
る
記
述
は
な
い
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
「
和
歌
の
守
り
神
」
と

の
自
説
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　
「
古
今
伝
受
」
に
お
け
る
言
説
は
後
世
か
ら
み
て
荒
唐
無
稽
な
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
垣
守
は
こ
れ
を
全
く
否
定
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
享
受
し
つ
つ
、

か
つ
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
尊
重
し
、「
住
吉
三
神
」
を
「
和
歌
の
神
」
で
は
な
く
、「
和
歌
の
守
り
神
」
と
し
て
説
く
。
こ
の
点
は
垣
守
の
「
古
今
伝
受
」
解
釈

の
一
端
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
　
　

８　

ま
と
め
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
の
享
受
の
一
面
―

　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
は
谷
垣
守
に
よ
る
「
古
今
伝
受
」
の
筆
写
本
で
あ
る
。
谷
垣
守
が
「
古
今
伝
受
」
を
学
習
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
当
該
史
料
の
意
義
は
高
い
。
そ
の
「
古
今
伝
受
」
が
土
佐
の
国
学
者
で
あ
る
垣
守
と
い
う
人
物
に
享

受
さ
れ
、
再
解
釈
さ
れ
て
い
く
様
を
垣
守
述
作
の
『
神
代
巻
速
別
草
』
で
確
認
し
た
。

　

参
勤
交
代
等
で
江
戸
に
出
か
け
る
機
会
も
多
か
っ
た
垣
守
は
多
く
の
国
学
者
と
の
交
流
か
ら
様
々
な
《
学
び
》
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
学
問
的
基
盤

が
幼
少
時
に
受
け
た
父
・
秦
山
の
教
え
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
推
測
す
る
に
難
く
な
い
。
秦
山
は
そ
の
学
問
的
初
期
に
土
佐
国
内
の
式
内
社
の
調
査
を
行
い
、

そ
の
祭
神
の
比
定
や
神
社
史
の
調
査
を
『
土
佐
国
式
社
考
』
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
秦
山
の
学
問
が
垣
守
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
垣
守
に
よ

る
「
古
今
伝
受
」
の
享
受
は
秦
山
か
ら
受
け
継
が
れ
た
学
問
基
盤
の
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
垣
守
自
身
、
父
・
秦
山
の
失
わ
れ
た
蔵
書
を
補
う
た
め
に

諸
本
を
書
写
し
た
こ
と
が
書
写
時
の
本
文
復
元
に
つ
い
て
の
洞
察
力
を
培
っ
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
で
あ
つ
か
っ
た
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
に
お
け
る
傍
書
に
よ
っ

三
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て
も
推
察
さ
れ
る
。

　

垣
守
が
「
古
今
伝
受
」
を
荒
唐
無
稽
な
も
の
と
し
て
否
定
し
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
に
は
、『
土
佐
国
式
社
考
』
な
ど
に
う
か
が
え
る
、「
伝
承
」
を
尊
重
し
よ
う
と

す
る
秦
山
の
志
向
が
継
承
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
を
「
神
学
」
の
書
と
認
識
し
、「
住
吉
三
神
＝
和
歌
三
神
」
と
す
る
説
を
最
も

と
認
め
つ
つ
も
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
尊
重
し
、「
住
吉
三
神
」
が
航
海
の
守
護
神
と
し
て
の
職
能
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
航
海
の
守
護
神
か
ら
転
じ
て
「
和
歌
の

守
り
神
」
と
解
し
た
こ
と
は
、「
住
吉
一
社
の
秘
伝
」
と
い
っ
た
「
伝
承
」
を
尊
重
す
る
神
道
修
学
者
の
和
歌
と
神
道
と
の
習
合
理
解
に
よ
る
解
釈
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
谷
垣
守
の
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

註
（
１
）�

三
輪
正
胤
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』
風
間
書
房
、
平
成
六
年
。

（
2
）�

室
町
時
代
末
期
の
儒
者
南
村
梅
軒
を
祖
と
し
、
江
戸
時
代
初
期
の
谷
時
中
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
土
佐
の
朱
子
学
を
「
南
学
」
と
称
す
る
。
谷
時
中
の
門
人
に
は
野
中
兼
山
・
小
倉

三
省
・
山
崎
闇
斎
ら
が
い
た
。
谷
秦
山
は
朱
子
学
と
神
道
を
結
び
つ
け
た
「
垂
加
神
道
」
を
興
し
た
山
崎
闇
斎
の
門
弟
と
な
り
、
闇
斎
の
没
後
は
そ
の
弟
子
浅
見
絅
斎
に
師
事
し
、
南

学
を
復
興
さ
せ
た
。
こ
の
南
学
は
朱
子
学
の
単
な
る
解
釈
学
で
は
な
く
、
義
理
名
分
と
実
践
を
重
ん
じ
た
も
の
で
あ
り
、
土
佐
藩
学
の
中
心
で
あ
っ
た
。
藩
主
山
内
豊
房
に
用
い
ら
れ
て
、

藩
士
に
学
を
講
じ
る
が
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
豊
房
死
後
の
政
変
で
蟄
居
、
十
年
余
に
お
よ
ん
だ
。
一
時
期
途
絶
し
て
い
た
土
佐
南
学
派
を
再
興
し
た
秦
山
の
功
績
は
大
き
く
、

そ
の
国
体
論
は
、
幕
末
の
勤
皇
倒
幕
運
動
に
も
影
響
を
与
え
た
。
垣
守
は
、
こ
の
谷
秦
山
の
子
と
し
て
、
谷
家
の
学
問
を
継
承
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
垣
守
自
身
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
七
月
生
ま
れ
。
京
都
で
玉
木
葦
斎
に
神
道
を
江
戸
で
賀
茂
真
淵
に
国
学
を
学
ん
だ
。
後
に
高
知
北
会
所
（
藩
校
・
教
授
館
の
前
身
）
講
師
を
つ
と
め
た
が
、

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
三
月
三
〇
日
五
五
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
名
は
自
直
。
通
称
は
丹
四
郎
。
号
は
塊
斎
。

（
3
）�『
丁
未
日
記
』
の
引
用
は
、
吉
崎
久
「
谷
垣
守
年
譜
考
」（『
谷
省
吾
先
生
退
職
記
念　

神
道
学
論
文
集
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
七
）
に
よ
る
。
垣
守
の
日
記
類
は
元
来
谷
家
に
保
存
さ
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
戦
災
に
あ
い
焼
失
し
た
と
お
ぼ
し
い
。

（
４
）�

玉
木
葦
斎
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
京
都
・
梅
宮
大
社
の
祠
官
で
あ
っ
た
。
正
親
町
公
通
ら
に
つ
い
て
垂
加
神
道
を
修
め
、
そ
の
秘
伝
を
取
り
入
れ
て
橘
家
神

道
を
大
成
し
た
。
橘
家
神
道
は
神
道
説
と
兵
法
を
組
み
合
わ
せ
た
絶
対
忠
義
の
教
え
を
主
張
し
た
。

（
５
）�

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
『
超
大
極
秘
人
丸
伝　

八
雲
神
詠
三
神
化
現
之
秘
訣
』（
吉
八
一
―
二
六
二
）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
柿
本
人
麻
呂
伝
承
の
一
側
面
―
天
理
大
学
附
属
天

三
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國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
―
近
世
期
に
お
け
る
「
古
今
伝
受
」
享
受
の
一
面
―

理
図
書
館
蔵
『
超
大
極
秘
人
丸
伝　

八
雲
神
詠
化
現
之
秘
訣
』
の
翻
刻
と
考
察
―
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
四
十
九
巻
、
平
成
二
十
三
年
二
月
）
に
詳
細
を
記
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
本
稿
に
て
扱
う
『
八
雲
神
詠
秘
訣
』
と
の
本
文
校
合
は
稿
を
あ
ら
た
め
る
。

（
６
）�
当
該
の
一
箇
所
と
は
、『
万
葉
集
』
巻
二
・
二
二
三
番
歌
の
冒
頭
「
鴨
山
之
」
の
訓
読
部
分
で
、
本
文
「
か
も
山
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
「
イ
」
と
記
し
て
本
文
の
異
同
を
示
し
て
い
る
。

（
７
）�

当
該
の
「
橘
家
盟
約
」（
神
宮
文
庫
所
蔵
・
五
門
二
二
〇
八
号
、
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
二
五
・
九
㎝
×
一
九
・
三
㎝
、
墨
付
四
丁
）
は
四
通
の
誓
詞
や
誓
約
書
か
ら
な
っ
て
い
る
。
参
考

に
掲
げ
た
の
は
そ
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
。
全
体
の
概
要
は
『
神
宮
文
庫
所
蔵　

垂
加
神
道
橘
家
神
道
関
係
書
目
録
』（
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
、
昭
和
五
六
）
の
「
№
一
一
七
」
に

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
垣
守
と
玉
木
葦
斎
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
中
田
四
朗
「
谷
垣
守
と
玉
木
葦
斎
と
の
交
渉
の
一
齣
」（『
土
佐
史
談
』
第
六
十
一
号
、
昭
和
十
二
年
二
月
）
に
も
詳

し
い
。

（
８
）�

注
３
参
照
。

（
９
）�

岡
田
宗
殖
（
盤
鎮
）
は
垣
守
の
学
友
で
あ
っ
た
岡
田
盤
斎
の
養
子
で
あ
る
。
徳
田
敷
要
、
小
島
長
高
は
い
ず
れ
も
江
戸
詰
の
土
佐
藩
士
で
あ
る
。
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
『
神
代
巻
速

別
草
』
は
書
型
二
四
・
〇
㎝
×
一
七
・
三
㎝
、「
第
一
」（
墨
付
き
五
二
丁
）、「
第
二
」（
墨
付
五
三
丁
）、「
第
三
」（
墨
付
三
五
丁
）、「
第
四
」（
墨
付
三
六
丁
）、「
第
五
」（
墨
付
二
九
丁
）、「
第
六
」（
墨

付
四
〇
丁
）
の
六
巻
か
ら
成
る
。
装
訂
は
袋
綴
で
、
各
巻
に
「
山
内
文
庫
」（
朱
文
方
形
印
）、「
秦
山
書
蔵
」（
墨
文
長
円
印
）
が
蔵
書
印
と
し
て
捺
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）�

垣
守
の
講
義
や
筆
記
の
時
期
等
詳
し
く
は
鍛
冶
光
雄
・
根
岸
茂
夫
・
志
水
義
夫
・
城
﨑
陽
子
『
江
戸
期
に
お
け
る
古
典
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
土
佐
藩
の
学
問
（
１
）
―
』（
東
海
大
学
、

平
成
二
十
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）�

注
５
拙
稿
参
照
。

三
五


